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（ 政 令 ）
O大学 等 にお け る 技術 に関 す る 研 究成 果 の 民 間 事業 者 へ
の 移転の 促 進 に関 す る 法律 の 施行 期 日 を 定め る 政 令
(264) （ 平 10 .7. 23 官 報号外第 1 50号）
O大学 等 にお け る 技術 に関 す る 研 究 成 果 の 民 間 事業 者 へ
の 移転の 促 進 に関 す る 法律施行 令 （265) （ 向 上 ）
（規 則）
O人事 院規 則9-17 （ 俸給 の 特別 調 整 額） の 一 部 を 改 正 す
る 人事 院 規 則 （ 人 事 院9-17-69) （ 平 10 .7. 1 官報第2414号）
O人事 院 規 則9-30 （特 殊勤務手 当 ） の 一 部 を 改 正 す る 人
事 院 規 則 （人事院9-30-36) （ 向上 ）
0人事 院 規 則9 -42 （ 指 定職 俸給表 の 適用 を 受け る 職 員 の
俸給 月 額） の 一部 を 改 正 す る 人 事 院規 則 （ 同 9-42 -14 )
（ 向上）
O人事 院 規 則9-49 （調 整 手 当 ） の 一部 を 改 正 す る 人 事 院
規 則 （ 同 9-49・10) （ 平 10.7. 15 官 報 第2424号）
0人事 院 規 則9-55 （特地勤務手 当 等 ） の 一 部 を 改 正 す る






! 1 再 入 学 ・ 編 入 学 ， 転入学 ， 研 究 生 ， 科 目 等 履 修 生 及 び 聴講生 の 出 願書 類を 見 直 し， 手 続の 簡素化 を 図る た め ・ l 
! 所要事項を 改 め る 。 l 
! 2 編 入 年 次 等 を 見直 し， 制 度 の 活用 を 図る た め ， 所要事項を 改 め る 。 ! 
L＿ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー一ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー－ーーーー－ーーーーーーーーー一一一ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー，J
富山大 学 人 文 学 部 規 則の 一 部 を 改正 す る 規 則を 次 の と お り 制 定す る 。
平 成 10年 7 月 17 日
富山大学 人文学部規則の一部を改正する規則
富山大 学 人 文 学 部規 則 （ 昭和52年 5 月 16 日 制 定） の 一
部 を 次 の よ う に改 正 す る 。
第 13条第 1 項第 4 号を 削る 。
第 14条第 1 項第 4 号を 削り ， 第 5 号を 第 4 号と し， 第
6 号を 削り ， 同条第 2 項及 び 第 3 項を 次の よ う に改 め る 。
2 編 入 学 の 時期 は ， 3 学年 の 始め と す る 。
3 編 入学 を 許可 さ れ た 者 の 在 学 す べき 年 数は 2 年 と し、
富山大学長 時 津 貢
4 年 を 超えて 在 学 す る こ と が で き な い 。
第 15条第 1 項第 4 号を 削り ， 第 5 号を 第 4 号と す る 。
第20条第 5 号を 削る 。
第21条及 び 第22条を 次 の よ う に改 め る 。
（ 科 目 等 履 修 生 ）
第21条 本学部 に科 目 等 履修 生 と して 入学 を 志願 す る 者
の 提 出書 類につい て は ， 前条の 規 定を 準用 する 。
（ 聴講生 ）
第22条 本学部 に聴講生 と して 入学 を 志願 す る 者 の 提 出











i 富町に学 内共 同 利 用 施設 として 富山環 日 本 海地域 研 究 セ ン タ ー 及 び富山大学機器 分析セ ン タ ーが設 置 ！ 
i さ れ た こ とに伴 い ， 所要事項を 改 め る 。 : 
富山大学 自己点検 評 価 規 則の一部 を 改 正 す る 規 則を 次 のとお り 制定す る 。
平 成 10年 7 月 17 日
富山大学自己点検評価規則の一部を改正する規則
富山大学 自己点検評価 規 則 （ 平 成 4 年 9 月 1 1 日 制定）
の一部 を 次 のよ う に改 正 す る 。
第 3 条中 第 15号を 第 17号とし， 第 14号の次 に次 の 2 号
を 加 え る 。
(15) 環 日 本 海地 域 研 究 セ ン タ ー長
(16) 機 器 分析セ ン タ ー長
富山大学長 時 津 貢
第 7 条に次 の 2 号を 加 え る 。
U2) 環 日 本 海地域 研 究 セ ン タ ー
闘 機器 分析セ ン タ ー
附 則




一一一一一一一一一一一一一一一一一ー ー 一一一一一一一一一一一一一一－ 1
富山大学 将来計画 委 員 会の任 務 及 び 組織 を 見 直 し， 問委 員 会の運営 を よ り 円滑に行 う た め 、 所要 の改正 を 行 う と ｜ 
！ とも に， 併 せ て 規 定の整備 を 行 う 。 ！ 
富山大学 将来計 画 委 員 会規 則の全部 を 改正 す る 規 則を 次 のとお り 制定す る 。
平 成 10年 7 月 30 日
富山大学将来計画委員会規則
富山大学 将来 計画委 員 会規 則 （ 昭 和 55年 6 月 27日制定）
の全部 を 改 正 す る 。
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（ 設 置）
富山大学長 時 津 貢
第 1 条 富山大学 （ 以 下 「本学」 とい う 。）に， 富 山大
学 将来 計画委員 会 （ 以 下「委員 会」とい う 。 ） を 置く。
（ 任 務 ）
第 2 条 委 員 会は ， 本 学 の将来 計 画 に関 す る 事項を 審議
す る 。
平成10年 8 月発行
（ 組 織 ）
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第 3 条 委員 会は ， 次 に 掲 げ る 委員 を も っ て 組織 す る 。
(1) 学長
(2) 学部長
(3) 附属図書 館 長
(4) 学生部長
(5) 学 内共 同 教 育 研 究 施 設 の 長
( 6) 学部 か ら 選 出 さ れ た 教 員 各 1 人
(7) 事務 局 長
(8) そ の 他学 長 が 必要 と 認 め た 者
（ 任 期 ）
第 4 条 前条第 6 号の 委員 の 任 期 は ， 2 年 と し， 再 任 を
妨 げ な い 。 た だ し、 欠員 を 生 じ た 場 合 の 補 欠の 委員 の
任 期 は ， 前 任 者 の 残任 期 間 と す る 。
2 前条第 8 号の 委員 の 任 期 は ， そ の 都 度 定め る 。
（ 委員 長 ）
第 5 条 委員 会に 委員 長 を 置き ， 学 長 を も っ て 充 て る 。
2 委員 長 は ， 委員 会を 招 集 し， そ の 議 長 と な る 。 た だ
幸E 第403号
し、 委員 長 に 事 故あ る と き は ， 委員 長 が あ ら か じ め 指
名 した 委員 が そ の 職務 を 代行 す る 。
（専 門 委員 会）
第 6 条 委員 会に ， 具体 的事項を 審議 す る た め 必要 が あ
る と き は 、 専 門 委員 会を 置 く こ と が で き る 。
2 専 門 委員 会に 委員 長 を 置き ， 委員 の 互 選 に よ っ て 定
め る 。
3 専 門 委員 会が 必要 と 認 め た と き は ， 委員 以 外 の 者 の
出 席 を 求 め て 意 見 を 聴 く こ と が で き る 。
4 前 各項に 定め る ほか， 専 門 委員 会に 関 し必要 な 事 項
は ， 別 に 定め る 。
（ 庶 務 ）
第 7 条 委員 会及 び専 門 委員 会の 庶務 は ， 庶 務 部 庶 務 課
に お い て 処理す る 。
附 則
こ の 規 則は ， 平 成 10 年 7 月 30 日 か ら 施行 す る 。
富山大学大学改革準備委員会規則の全部改正
「 ーー富山大学大学改革準備委員会規則の改正理由ー ー
！ 富山大学大学改 革準備 委員 会の 任務 及 び 組織 を 見 直 し， 同 委員 会の 運営 を よ り 円滑に 行 う た め 、 所要 の 改 正 を 行
！ う と と も に ， 併せて 規 定の 整備 を 行 う 。
富山大学大学改 革準備 委員 会規 則の 全部 を 改 正 す る 規 則を 次 の と お り 制 定す る 。




富山大学大学改 革準備 委員 会規 則 （ 昭和45年 1 2 月 4 日
制 定） の 全部 を 改 正 す る 。
（ 設 置）
第 l 条 富山大学 （ 以 下 「本学 」と い う 。 ） に ， 富山大
学大学 改革推 進 委員 会 （ 以 下「委員 会」 と い う 。 ） を
置 く 。
（ 任 務 ）
第 2 条 委員 会は ， 学長 の 諮問 に 応 じ て ， 本学 の 教 育 研
究 の 一層 の 高 度 化 ， 個性化 及 び活性化 を 推 進す る た め ，
富山大学長 時 浮 貫
大学改 革に 関 す る 事 項を 審議 し， 学長 に 答 申 す る 。
（ 組 織 ）




(4） 学 部 か ら 選 出 さ れ た 教 員 各 1 人
(5) 事務 局 長
(6) 自己点検 評 価 委員 会各専 門 委員 会主 査
（ 任 期 ）
第 4 条 前条第 4 号の 委員 の 任期 は ， 2 年 と し， 再 任 を
妨げ な い 。 た だ し、 欠員 を 生 じ た 場 合 の 補 欠の 委員 の
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任 期 は ， 前 任 者 の 残任 期 間 と す る 。
（ 委 員 長 ）
..,.,, マー
第 5 条 委 員 会に委 員 長 を 置き ， 学 部 長 の 中 か ら 選 出 す
る 。
2 委 員 長 は ， 委 員 会を 招 集 し， そ の 議 長 と な る 。 だ た
し， 委 員 長 に事 故あ る と き は ， 委 員 長 が あ ら か じ め 指
名 した 委 員 が そ の 職 務 を 代行 す る 。
（専 門 委 員 会）
第 6 条 委 員 会に， 具体 的 事項を 審議 す る た め 必要 が あ
る と き は ， 専 門 委 員 会を 置 く こ と が で き る 。
2 専 門 委 員 会に委 員 長 を 置き ， 委 員 の 互選 によ っ て 定
め る 。
報 第403号
3 専 門 委 員 会が 必要 と 認 め た と き は ， 委 員 以 外 の 者 の
出 席 を 求 め て 意 見 を 聴く こ と が で き る 。
4 前 各項に定め る ほか， 専 門 委 員 会に関 し必要 な 事 項
は ， 別 に定め る 。
（ 庶 務 ）
第 7 条 委 員 会及 び専 門 委 員 会の 庶務 は ， 庶務部庶 務 課
にお い て 処理す る 。
附 則




｜ 本 学 の 教 育 研 究 の 充実 と と もに地域 社 会 と の 連携 を 図 り ， よ り 魅力 あ る 大学 と して 発展す る こ と を 期 して ， 富 山 ！
！ 大学懇談 会を 設 置す る た め ， 所要事項を 定め る 。 ! 
富 山 大学懇談 会設 置要 項を 次 の と お り 制 定す る 。
平 成 10年 7 月 30 日
富山大学懇談会設置要項
平 成 10年 7 月 30 日 制 定
（設 置）
第 1 富 山 大 学 （ 以 下 「 本学 」と い う 。 ） の 教 育 研 究 の
充実 と 発展を 期 して ， 大学 の 自 主 性 を 基 礎と しつつ，
必要 に応 じ て 学 外 有 識者 か ら 意 見 を 聴 く た め， 学 長 の
もと に富 山 大 学 懇談 会 （ 以 下 「懇談 会」と い う 。 ） を
置 く 。
（委 員 ）
第 2 懇 談 会の 委 員 は ， 人 格 識見 が 高 〈， 広 く 社 会の 実
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富 山 大学 長 時 津 貢
情 に通 じ ， か つ， 本学 の 振興発展に関 心と 理解 の あ る
学外者 の う ち か ら ， 学 長 が委 嘱す る 。
2 委 員 の 任期 は， 2 年 と し， 再 任 を 妨げ な い 。
（ 懇 談 会の 開催）
第 3 懇 談 会は ， 必要 に応 じ て 開催す る 。
（ そ の 他）
第 4 こ の 要項に定め る もの の ほか， 懇 談 会の 運営 に関
し必要 な 事項は ， 学 長 が別 に定め る 。
附 則
こ の 要項は ， 平成 10年 7 月 30 日 か ら 実施 す る 。
平成10年 8 月発行 .u.t. ザ・ 報 第403号
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第 2 回 入学試験委 員 会 （ 7 月 3 日 ）
（ 審議 事項）
(1) 平 成 1 1年 度 富山大学 入 学者選抜要項（ 案）につい て
(2) 平 成 1 1 年 度 富山大学学生 募集要項（ 案）につい て
(3) 平 成 10年度 高 等 学 校 と 富山大 学 と の 入学試験 に関
す る 懇 談 会 実 施 計 画 （ 案）につい て
(4) 平 成 1 0年 度富山大 学 説 明 会 実 施 計 画（ 案）につい て
第 2 回教務委 員 会 （ 7 月 3 日 ）
（ 審議 事項）
(1) 介護等体験 に対 す る 対 応 につい て
(2) 教育職 員 免 許法 改 正 に伴 う 検討課題 につい て
第 2 回 総合 情 報 処 理 セ ン タ ー運営委 員 会 （ 7 月 3 日 ）
（ 審議 事 項）
(1) 副セ ン タ ー 長 の 選 出 につい て
(2) 平 成 9 年度 運営 費決算 につい て
(3) 平 成 9 年 度 建物新営 に伴 う 設 備 費 （ 施 設 整 備 費）
決算 につい て
(4) 平 成 1 0年 度 運営 費予 算 （ 案）につい て
(5) 対外 接続線の 廃止につい て
(6) ダイ ヤル ア ップ 回 線の 変更につい て
(7) そ の 他
第 1 回 保健 管 理 セ ン タ ー 運営 委 員 会 （ 7 月 14 日 ）
（ 審議事項）
(1) 平 成 10年 度保健管理 セ ン タ ー運営 費予算 （ 案）につ
い て
(2) 平 成 10年 度保健管理 セ ン タ ー 業 務 計 画 （ 案）につい
て
(3) そ の 他
第 2 回 学 園 ニュ ー ス 編 集 委 員 会 （ 7 月 14 日 ）
（ 審議 事項）
(1)  富山大 学 学 園ニュ ー ス 編 集 委 員 会要項の 改 正 につ
い て
(2) 「学 園 ニュ ー ス 」 名 称変 更につい て
(3) 今年度 の 編 集 方 針 につい て
(4) 第97号の 編 集 内容 につい て
第 4 回 事務協議会 （ 7 月 16 日 ）
（議 題 ）
当 面の 諸課題につい て
第 5 回 部 局 長懇談会 （ 7 月 17 日 ）
（議 題 ）
(1) 当 面の 諸 問 題 につい て
(2) そ の 他
第 5 回 評議 会 （ 7 月 17 日 ）
（ 審議事項）
(1) 富山大学人文学部規則の 一部改正 につい て
(2) 富山大 学 将来計画委 員 会 規 則の 改 正 につい て
(3) 富山大学大 学 改 革準備 委 員 会 規 則の 改 正 につい て
(4) 富山大 学 自 己点検評価規則の 一 部改 正 につい て
(5) 富山大学懇談会設 置要項の 制 定につい て
(6) 外 国 人教 員 の 任期 につい て
(7) そ の 他
第 3 回 入学試験委 員 会 （ 7 月 24 日 ）
（ 審議事項〉
(1) 平 成 1 1年 度 富山大学学生募集要項（ 案）につい て
(2) 富山大学入学者選抜健康診 断判定基 準につい て
(3) そ の 他
第 1 回 放射性 同位 元 素委 員 会 （ 7 月 24 日 ）
（議 題 ）
(1) 核燃料物質 の 取 扱い につい て
(2) そ の 他
第 3 回 水 素 同位体機能 研 究 セ ン タ ー 運営委 員 会
（議 題 ）
(1) 平 成 9 年 度 運営 費決算書（ 案）につい て
(2) 平 成 10年 度 運営 費予算書（ 案）につい て
(3) 受託研 究 の 受入 れ につい て
(4) そ の 他
( 7 月 24 日 ）
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第 3 回 附属図書 館 商議 会 （ 7 月 28 日 ）
（ 審議事項）
� -t- 報 第403号
第 7 回 評 議 会 （ 7 月 30 日 ）
（ 審議事項）
(1)  平 成 10 年 度 学 生 用 図書 購入 費等 の 予算執行 につい
て
(1) 富山大 学 将来計画委 員 会規 則の 改 正 につい て
(2) 基本参 考図書 購入 費の 増 額分の 予算執行 につい て
(3) そ の 他
第 2 回 廃液処 理 施 設 運営 委 員 会 （ 7 月 28 日 ）
（ 審議 事項）
(1)  廃液処 理 施 設 運営 委 員 会委 員 長 の 推薦につい て
(2) 平 成 1 0 年 度 廃液処 理施 設 運営 費予 算 につい て
(3) そ の 他
ミ』
(2) 富山大学大学改革準備委 員 会規 則の 改 正 につい て
(3) 富山 大学 懇 談 会設 置要項の 制定につい て
(4) そ の 他
第 2 回 留 学 生 会館 運営委 員 会 （ 7 月 30 日 ）
（議 題 ）
( 1 )  平 成 10 年 8 月 留 学 生 会館 入 居者 の 選 考につい て
(2) そ の 他
ミJ
平成11年度 富山大学入学者選抜要項を公表
平 成 1 1 年 度 入 学 者 選 抜 要 項を 去 る 7 月 14 日 （刈に発 表 しま した 。 昨年度 と の 変更点及 び入 学 者選抜要項の 概 要 は ， 以 下
の と お り で す 。
｜昨年 度 と の 変更点｜
1 一般選抜
(1) 実 施 方 式 及 び 実 施 日 程 につい て
日 程 は ， 国 大協 の 平 成 1 1 年 度 実 施 要 領に基 づ く 変更で ， 年 月 日 （ 曜） の 変更が主 で あ る 。
① 出 願 期 間 ．平 成 1 1 年 1 月 25 日 （月）～ 2 月 3 日 附 ［昨年度 1/26 伺）～ 2/ 4 同］
② 検査期 日 ・ 前 期 日 程 平 成 1 1 年 2 月 25 日 開 ［昨年 度 2/25（羽 ］
後期 日 程 平 成 1 1年 3 月 12 日 後） ［昨年度 3/12休） ］
③ 合格発表：前期 日 程 平 成 1 1年 3 月 6 日 出の 予 定 ［昨年度 3/ 6 幽］
後 期 日 程 平 成 1 1 年 3 月 2 1 日 （日） の 予 定 ［昨年度 3/20 幽］
④ 入 学 手 続： 前期 日 程 平 成 1 1 年 3 月 14 日 （日）， 1 5 日 （月） の 予 定
後 期 日 程 平 成 1 1年 3 月 27 日 （土） の 予 定
(2) 募集 人 員 につい て
［昨年 度 3/13幽， 14（土） ］
［昨年 度 3/27（金） ］
① 前 期9 1 1 人， 後 期 3 1 5人， 専 門 高校 ・ 総合学科卒業生選抜 8 人， 特 別選抜258人， 計 1 ,492人 と した 。
［昨年度の確定募集人員 前期 910 人， 後期319人， 専門高校 ・ 総合学科卒業生選抜8 人， 特 別選抜255人， 計1,492人 ］
② 理学部， 工学部 の 一 部 の 学 科 で 募集 人 員 の 見 直 し を 行 っ た 。
(3) 入 学 者 選 抜 方法 等 につい て
高等学 校旧教育 課 程 履 修者 に対 す る 経過措置の 取 り や め に基 づき ， 選抜方法等 か ら 「旧教育課程 履 修 者 に対 す る
経過措置を 講 ず る 」 の 項目 を 削除 した 。
(4) 入 学 者 選 抜 実施 教 科 ・ 科 目 等 につい て
- 8 -
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① 様 式 を 全
幸E
体 ：文部省入学者選抜実施要項の 入学者選抜実施教科 ・科 目 等 の 発 表 様 式 の 変 更に基 づ き ，
面変更した 。
人 文 学 部 ：基本 的 に変 更な し。
教 育 学部 ： 自然 ・ 生 活系後期 日 程 の 面接にそ の 内容 を 追加 。
経 済 学 部 ：基 本 的 に変更な し。
理 学 部 ．数学 科 後期 日 程 の 個別 学 力 検査 を 小論 文 か ら 個別 学力 検 査 を 謀さ な い に変更。
工 学 部 ：基 本 的 に変更な し。





(1 )  実 施 日 程 につ い て
① 出願期 間 ：平 成 10年 1 1 月 4 日 同～ 11 日 （樹
人文学部推薦入学（センタ一試験を課す）は， 平成10年12月14日開～18日（金）
検査期 日 ：平 成 10年 1 1 月 25 日 休）
人 文 学 部 推薦入 学 （ セ ン タ ー 試験 を 課 す ） は， 平 成 1 1年 1 月 20 日 附
合格発表 ：平 成 10年 12 月 4 日 後） の 予 定
人文学部推薦入学（センター試験を課す）は， 平成11年 2 月6日国の予定
④ 入 学 手 続：平成 1 1年 2 月 17 日 附 の 予 定
(2) 募集 人 員 につ い て
① 理 学 部 物理学 科 で 推薦入 学 の 募集 人 員 増 （ 6 人 → 7 人 ）
② 工 学 部 知 能情 報 工 学 科 で 推薦入学 の 募集 人 員 増 (13人 →15人 ）
(3) 入 学 者 選 抜 方法等 につ い て
① 人 文 学 部 ・基 本 的 に変 更な し。
② 教 育 学 部 ：推薦入 学 の 実技検査 の 内容 を 新た に記 載 （ 従来 は 9 月末発 表 の 募集要項で 発 表 して い た ）。
総合教育課程環境教育 コ ー ス 推薦入学 の小論文 か ら 「小 論 文 作 成 の た め の 資料 には英 文 が 含 ま れ
ま す 。 」 を 削除。
総合教育課程生涯 ス ポ ー ツ コ ー ス 推薦入学 の 面接にそ の 内容 を 追加。
経 済 学 部 ：A推薦 （職業教育 を 主 と す る 学科以外 の 学科対象 ） への 総 合 学科 か ら の 推薦人 員 を 明 記 した 。
理 学 部 ：基 本 的 に変更な し。
工 学 部 ：推薦入 学 の 専 門 高校枠に総合学科 を 加 えた 。
［昨年度 1 1 / 5 （羽～ 12（樹］
［昨年 度 12 /15（月）～ 19 後） ］
［昨年 度 12 / 3 附 ］
［昨年度 1 / 2 1(羽 ］
［昨年 度 12 /12 後） ］
［昨年 度 2 / 7凶］







(1 )  実施 日 程 につ い て （ 一 般選抜前期 日 程 と 同 一 日 程 で 実 施す る 。 ）
① 出願期 間 ：平 成 1 1 年 1 月 2 5 日 （月）～ 2 月 3 日 同 ［昨年度 1 / 26（月）～ 2 / 4 附 ］
② 検査期 日 ：平 成 1 1年 2 月 25 日 開 ［昨年 度 2 / 25（羽 ］
③ 合 格 発 表 ：平 成 1 1 年 3 月 6 日 仕） の 予 定 ［昨年度 3 / 6 幽］
④ 入 学 手 続：平 成 1 1 年 3 月 14 日 （日）， 1 5 日 （月） の 予 定 ［昨年 度 3 /13 後）， 14 仕） ］
(2) 出願 資格
① 入 学 後 に留 学生 と さ れ る の は， 「留学」 の 在 留 資格 を 持 つ 学 生 に限 ら れ る こ と か ら ， 在留 資格 を 明 記 した 。
② 理学部 へ の 出願 資格 を 日 本語 能 力 試験 1 級 又は2 級 を 受験 した 者 と した 。 （ 他の 学 部 は， 従来 ど お り l級 受験
者 の み。 ）
入 学 者 選 抜 実施教科 ・ 科 目 等
基 本 的 に変 更な し。
(3) 
そのイ也
(1 )  身体に障害を 有 す る 入 学 志願 者 と の 事 前 相 談 につ い て
文部省入 学 者 選 抜 実 施要項に基づき ， 従来 の 事前協議 と い う 表記 を 事前 相 談 に変更した。
4 
- 9 -




学科 ・ 課程等 入 学
一般選抜募集人員
専総卒（前門業合期高生学日校選程抜科・） 
特 別選抜募集 人 員
部 定 員 前期日程後期日程 推薦入学帰国子女特別選抜社会人特別選抜
人 人 文
寸且dーh・ 科 65 42 15 7 若干名
文 国 際 文 化 十且，， 科 50 32 12 5 若干名
主寸主．ー 言 語 文 化 寸且＆ー 科 80 5 1  20 8 若干名 1 
きE 計 195 125 47 20 若干名 3 




障 害 児 教 育 系
教
（ 障害児 教 育 専 攻 ）
10 7 3 
育
言語 ・ 社 会 系
教 35 25 10 
員
（層激育・努鰍育・祉会科教育専攻）
育 自 然 ・ 生 活 系
養 40 26 11 3 （鮮繍・親糊・緯純情・ま瑚時事項。
成
芸術 ・ 体 育系
課 30 16 6 8 
且ー雪＇： 程 （音楽教育・美術教育・保健体育専攻）ij、 計 150 99 40 1 1  
情 報 教 育 コ ー ス 20 10 4 6 
環 境 教 育 コ ー ス 10 4 3 3 
部 生涯 ス ポ ー ツ コ ー ス 10 4 3 3 若干名
言十 40 18  10 12 若干名
言十 190 1 1 7  50 23 若干名
経 済 主寸主．ー 科 155 100 31 24 若干名
経 営 寸且... ・ 科 120 76 24 20 若干名
経 コ 経 営 法 f且＇： 科 100 64 20 16 若干名
済 ス 小 計 375 240 75 60 若干名
経 済 企寸主4・ 科 20 2 4 14 
千品ゐ・ 経 営 学 科 20 2 5 13 
コ 経 営 法 －且t- 科 20 2 5 13 昔日 ス 計 60 6 14  40 
言十 435 246 89 60 若干名 40 
数 主寸主ゐ. 手ヰ 52 29 7 15 若干名
理 物 理 且でt- 科 42 27 7 7 若干名
化 ふ寸三＇：： 科 38 29 8 若干名
寸－・ 生 物 7店主4- 科 38 25 6 5 若干名 2 
地 ま求 科 寸戸�込. 科 40 29 9 若干名 2 
部 生 物園環 境 科 学 科 30 19 5 5 若干名
計 240 158 42 32 若干名 8 
電気電子 シ ス テ ム 工学 科 93 57 19 2 14 若干名
工 知能情報工学科 86 51 17 2 15 若干名 1 
店寸主ゐ. 機械知 能 シ ス テ ム 工学 科 98 60 20 2 15 若干名
苦E 物質生 命シ ス テ ム 工学 科 155 97 31 2 24 若干名
言十 432 265 87 8 68 若干名 4 













選抜方法等 個 別 学 力検 査 等
個 専門高校・総合学科 ｛固実技検査等 2段 階 選 抜 卒 業 生 選 抜 �u �u 
す，，，，ヨ与 実面 小 話 個 実技検査等 募
且寸主．ー 
主として， 調 事蹴骨格1者段仁置階よのる 力力 書膏 別実面 小 語技 論詰 査書の内容と 検 備 考検 検接 け 大学入試セン 定そ 学技 論
査
文号 ター試験の成員 力検接 存集 査 （欠員 の補充の方法等）査を を スニ績により第l 1: 検 文号 等を を ；二 段階選抜を行 』 査査を を三
課 課 テ い， その合格
対 の をを 与人 の謀 �ニ』 3ト.. 者につい て更す 課 課 行謀支 日すす すを に必要な検査 主 すす す長 程置畢





人 文 学 科
一ーーーーー一一一ーーー ー ー ー ー ー ー ー ーーーーーー
国 際 文 化 学 科 。 × × × × × × × × × × × × × 欠員補充の方法等は，
ー ー 』 ー ー ー ー ー ー一ー一一 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー 一 一
言 語 文 化 学 科 9月下旬頃に発表予定教育学専攻 の学生募集要項に記毅
ー ー ー ー ー ー ー ー 『ー
する。学校教育系 学校心理学専攻 × × × 。 × 品-t- ー ー ー ー ー ー ー 一 ー ー幼児教育専攻
教 校
障害児教育系 障害児教育専攻
× × × 。 × 
教 国語教育専攻
育
ーーー一 一 ー 一 一 ー ー言語・社会系 英語教育専攻 。 × × × × 
教
ーーーーー ー ー ー ー ー
育 社会科教育専攻 2 
員 数学教育専攻
一 ー ー ー ー ー ー ー ー ー
養 理科教育専攻 。 × × × × × × × × × 自然・生活系 ー ー ー ー ー ー ーーーー × × × × 成 技術教育専攻
f且＇： 一 一 一 ー ー ー ー ー ー ー課 家政教育専攻 月
手呈 音楽教育専攻 × 。 × × × ※美術教育 専攻 の 個別ー ー ー ー ー ー ー ー 一 ー芸術・体育系 ※美術教育専攻 × 。 × 。 × 学力検査等 の実技検査
ー ー ー ー ー ーー ー ー ー
等につい ては， 実技検書店 保健体育専攻 × 。 × × × 
曹を、 情報教育 コ ース 査又は 小 論文 の う ちい-@!-
ー ー ー ー ー ー ー ー ーー一一 ー 一 一 一 ー ー ー ー ー ー 。 × × × × 25 t!!c 環境教育 コ ー ス ずれかを選択させる。'11!1' 
賓畢 ーー ー一一ーーー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー
季呈 生涯スポーツ コ ース × 。 × × × 
ヨ園t 経 済 学 科経 R司 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー 』 ー ー ー豆邑 経 営 学 科 。 × × × × ＝ョ
済 I 
ー ー ー ー－ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー 日,.. 経 営 法 学 科
経 済 学 科
× × × × × × × × × 
寸，，，，・ 考量E開伺
ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ーーーーーー
三三 経 営 学 科 × × × × × 部 "' I ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー 』 ー ー ー ー
,.. 経 営 法 学 科
数 学 科 （木）理 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー 『ーーーーー一ーーーーーー物 理 学 科
ー ー ー ー ー ー ー ー － ーー ー ー ー ー ーー一ーーーーーーー
：ぷ子注，＿ 化 学 科 。 × × × × × × × × × × × × × ー ー ー ー ーー ー ー ー ー ー 一 一 一 ー ー ー ー ー ー一一一 ー ー生 物 学 科
ーーーーーーーーー ー ー ー 一一 ー ー ー ー ー ー ー ー 一 一 ー
苦E 地 球 科 学 科ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー 一一一ーーーーーーー －－ーーー
生物園環境科学 科
工 電気電子システム工学科 2人一ーーーーー 』一一ーーー一一
民寸ιー 知 能 情 報工 学 科 。 × × × × × 。 2人ー ー ー ー ー ー － ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー － ー ー ー ー ー ー ー × × × × × × 
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「 44占
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選抜方法等 個 別 学 力 検 査 等
個 専門高校・総合学科 個実技検査等 2段 階 選 抜 卒 業 生 選 抜 5Jlj 5Jlj 





技 論� 査書の内容と合格者数 検 備 考検 検接 け 大学入試セン 定そ
学技 論文号 ター試験の成員 力検接 存集 査 （欠員 の補充の方法等）査 査を を zニ績により第l γ 検 文号 等を を ；二 段階選抜を行 』 査査を を三
雪問閉、 イ丁謀ー Tτ :- い， その合格 対 を
を 芸人 の謀 者について更す 課 課 行 課 そ 日すす すを に必要な検査 会 すす すを 手皇置果





人 文 学 科
ーー一ーーーーーーーーーーーーー一ーーーーーーーー
国 際 文 化 学 科 × × × 。 × × × × × × × × × × 欠員補充の方法等は，
ーーーーーーーー－ー一ーーーーーーーーー一ー一一一
言 語 文 化 学 科 9月下旬頃に発表予定
教育学専攻 の学生募集要項に記載
ーーーーーーー一一ー する。学校教育系 学校心理学専攻 × × × 。 × 
J十企£． ーーーー－ーーーーー幼児教育専攻
教 校
障 害 児 教育系 障害児教育専攻
× × × 。 × 
教 国語教育専攻
育
ーー－ーーーーーーー言語・社会系 英語教育専攻 × × × 。 × 
ーーーーーーーーーー
育 教 社会科教育専攻 3 
員 数学教育専攻
ーーーーーーーーーー
養 理科教育専攻 × × × × × × × × × 自然・生活系 一一一ーーーーーーー × × 。 × × 成 技術教育専攻
学 ーーーーーーーーーー課 家政教育専攻 月
手量 音楽教育専攻ーーーー－ーーーーー芸術・体育系 美術教育専攻 × 。 × × × 
ー一ーーーーー一一ー
部 保健体育専攻
＊を： 情報教育 コ ー ス壬詰r
ーーー一一一一一一 一一 ← 一一一一ー一一ーーーーー × × × 。 × 12 "-it 環境教育 コ ース可聞r
置果 ーーーーーーーー－ーーーーーーーーー一一一ー
ヨ陸 生涯スポーツコース × 。 × × × 
畳面k 経 済 学 科経 ri,ii ーー一一一一一 一一 一一 一 一一←一 一一一ーーーーーーーヨ三 経 営 学 科 。 × × × × ＝コ
済 I 
ーーーーーーーー一一一一一 一一 一一 一ー 一 一一 一一ーー 日コぇ 経 営 法 1事子ミ皐． 科
宅街E 経 済 学 科
× × × × ×  × × × × 主4:- IU:I 
ーーーー一一ーーーーーーーーーーーーーーーー
三三 経 営 学 科 。 × × × × 昔日 ＝ョ1 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ニ1 経 営 法 学 科
数 学 科 × × × × × 後）理物 理 学 科 × × × 。 × 
一一ーーーーー一一一一一一←一一一一一一一一一一一一一 一一ーーーーー
十= 化 学 科 × × × 。 × ーーーーー－ーーーー一一 一一一一 一一一 ーーー－－－－ × × × × ×  × × × × 生 物 学 科 × × 。 × × 
昔日 地 球 科 学 科 × × × × × ーーー ーーー一一一一一一 ー一 一ー 一一 ー一ーー一一一
生物圏環境科学 科 × × 。 × × 
工 電気電子シスァム工学科 × × × × × 一一一ーーーー一一一一一一一一 ー一一ーー 一 ー 一ーーー－ー
－淳T之 ．－ 知 能 情 報工 学 科 × × × × × ーーーーー一一一 一一一 一ー 一一 一一ーーーーーー一一ーーー × × × × ×  × × × × 機械知能システム工学科 × × × × × 昔日 ーーー一一一一一一一一一ー一－ 一一 ーーーーーーーーーー物質生命システム工学科 × × 。 × × 
（注） 1. 0印は， 当該検査等を課すこと 又は該当 することを示 す。
2. ×印は， 当該検査等を課さないこと 又は該当し ないことを示 す。






文人 文 で品子4 込・ 科
学 国 際 文 化 且寸zー． 科
寄目 百 語 文 化 A寸，， －ー 科
教育学専攻学校教育系 学校，心理学専攻
ザ且d'ー 幼児教育専攻













謀総 情報教育 コ ー スiロ'- 環境教育 コ ース教
程育 生涯スポーツ コース
畳 経 済 f 且A- 科
経 問主 経 戸邑崎 －鼻；：. 科コ





主 経 井邑久 寸見A- 科コ
音E
ス 経 営 法 寸且4- 科
数 詫寸Z ．ー 科
理物 理 � 科
ぶ守見・ 化 で且t- 科
生 物 声寸九ー 科











入 誌寸Z ．ー 
入学定員の一部について，出身学校長の推薦に基づき，学力検査を免除し調査書を主な資料として判定する
個別学力検 個別学力検 実技検査等 推薦査を免除し， 査及び大学 重トJ、？そ 入大学 入試セ 入試センタ 検 接ヲ女 論文 学ンター試験 一試験を免 警 を を の 募
課行線 集を課する 除する 人する うする 他 員
。 × × × 。 × × 
世8人
× × × × × × × × 
× × × × × × × × 
× × × × × × × × 
× × × × × × × × 
ー ー ー ー ー ー － ー 一× 。 × 。 。 × × 3人
ー ー ー ー ー ー ー ー ー
× × × × × × × × 
ー－－－－－ ーーー
ーー一ーーーーーー
× × × × × × × × 2 人
× 。 。 。 × × × 3人3人
× 。 × 。 。 × × 6人
× 。 × × 。 × × 3人
× 。 × 。 × × × 3人12人
��人人× 。 × 。 。 × × 
: 
1� 人人8人
× × × × × × × × 
× 。 × 。 。 × × 15人
× 。 × 。 。 × × 7人
× × × × × × × × 
× 。 × 。 。 × × 5人
× × × × × × × × 
× 。 × 。 。 × × 5人9人
� 
人人
× 。 × 。 。 × × 1� 人人
品交8人
（注） 1. 0印は， 当該検査等を課すこと 又は該当 することを示 す。












× × × 
× × × 
× × × 
× × × 
× × × 
× × × 
× × × 
× × × 
× × × 
× × × 
× × 。 推薦入学について各学科の募集人員欄中，上段は職業教育





。 × 。 ②各学科の募集人員欄中，上段は普通科・理数科を．また，下段は専門教育
を主とする学科（工業）及び総合学科を対象とした募集人員をそれぞれ示す。












































































































































































































































































































































































































































RJV 開剛伺n 前 2 日 ��I �t
�i��i �；；.：

























































































































































































































































芋は周 Jに 別 科利陸自 個教

















































































5人 3 EB o A B 日 仏 ［
学 R 一 回世
倫
数 歓物 ・
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民
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∞一∞一日山 au一。ι 一 。。1 
・ ω 一 ∞・2 －2
0‘o o － －0 2・‘2
1 ∞一 一閃
桜一 一軍























































































目 ・生 1 科
























5 2 月 。4口u
英l
ifoi防
空 豆 教 育 専 攻
中E
剛一捌……剛
一∞． ω・2 ・ 2





∞ 一 一∞2－e2 
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名寺等 員 ＼｜／H特定度串 学学 MV 倍
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．醐




















0ve 一nvo－ －O 護 － um
∞… ・ ω凝 一 － 機－ ou
nυ
 
o － 0 2
2
 






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































学 学 牌 倍



















































































































































































































































































t ： ；： . ： �








































































































∞ － － ∞ 













































































































































































































































専 門 高 校 ・ 総合学科卒業生選法
学
幸E 第403号
実施学部 ・ 学科 電気電子 ン ス テ ム 工学科 ・ 知 能 情 報 工 学 科工学部 ・ ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． － 機械知能 シ ス テ ム 工学科 ・ 物質生命 シ ス テ ム 工学科
募 集 人 員
選 抜 方 法
各学科 2 人 （ 定 員 内 〉
平 成 l l 年 2 月 25 日 （ 木 ）
入 学者 の 選 抜 は ． 大 学 入 試 セ ン タ ー 試験 の 成績 と 個 別学 力 検 査 と し て 実施す
る 工業 に 関 す る 科 目 の 成績 及 び 出 願書 類 を 総合 し て 行 う 。
。大学 入 試 セ ン タ ー 試験 の 受験 を 要 す る 教科 ・ 科 目
《＂＇－子 料
出 願 期 間
受 験 を 要 す る 教 科
電気電子 ン ス テ ム工学科
機械知能シ ス テ ム工学科
〔 4 教科 5 科 目 ］
国 〔国 I ・ 国 日 〕
数 〔「数 1 ・ 数 A 」 と 「 数 日 ・ 数 B . 工， 簿． 情 報 か ら 1 J〕
理 〔総理． 物 B か ら l 〕
外 〔英， 独， 仏． 中 か ら l 〕
｜ 高等学校 の 工業 に 関 す る 学科又 は 総合 学 科 で 職 業 教育 に 関 す る 教 科 ・ 科 目 を
｜ 履 修 し 卒業 し た 者及 び 平 成 1 1 年 3 月 卒業見込 み の 者
他 ｜
出 願 要 件
知 能 情 報 工 学 科
[ 2 教科 2 科 目 ｝
数 〔数 I ・ 数 A ， 数 日 ・ 数 B . 工． 簿． 情 報 か ら l 〕
理 （総理， 物 A ， 物 B . 化 A . 化 B ， 生 A . 生 B . 地学 A 、
地学 B か ら i 〕
I [ 4 教科 5 科 目 ］
i 
i 国 〔国 i 国 日 〕
物質生 命 シ ス テ ム 工学 科 ｜ 数 〔 「数 i ・ 数 A 」 と 「 数 E ・ 数 B . 工 ， ；奇 情 報 か ら l 」 〕
｜ ｜ 理 〔物 B ， 化 B か ら l 〕
｜ 外 〔 英. 1虫， 仏． 中 か ら l 〕
I C 個 別学 力 検 査 の 実施教科 ・ 科 目
学 科 個 別 学 力 検 査 に お い て 課 す 工 業 に 関 す る 科 目
電気電子 メ ス テ ム工学科
知 能 情 報 工 学 科
境線知能シ ス テ ム工学科
物質生命ゾ ス テ ム工学科
工 業 （工 業 数 理）
平 成 1 1 年 l 月 25 日 （ 月 〉 か ら 平成 1 1 年 2 月 3 日 （水） （必着）
+--、 の
- 24-
平成10年 8 月発行 品.t.寸ー 幸E 第403号
異動区分 発令年月 日






1 0 .  7 . 1 3  
1 0 .  8 .  1 
臨時的世用 1 0 .  7 . 1 7  
活字 職 1 0 .  7 . 1 6  
1 0 .  7 . 2 7  
1 0 .  7 3 1  
退 職 1 0 .  7 .  3 








1 0 .  8 .  1 
育児休業 1 0 . σ .  3 
1 0 .  7 . 1 7  
��ミl�
氏 名 異 動 前 の 所 属 官 職 異 動 内 d甘T・
小 山 博 子 教務職員 工学部 （物質生命 シ ス テ ム工学科材料工学）
渡 謹 美 佳 教務補佐員 （ 人文学部 ・ 理学部化学科）
西 塚 麗 子 事務補佐員 （教育学部理科教室）
中 西 義 夫 臨時用務員 （教育学部作業 員 ）
舘 野 洋 子 。 （教育学部附属学校作業員）
柳 井 瑠美子 事務補佐員 （電気電子システム工学科電気シ ス テム工学）
増 川 吏英子 事務補佐員 （経理部主計課司計係）
波多野 正 俊 助手 工学部 （機械知能シ ステム工学科機械制御情報工学）
平 野 砂都美 教育学部庶務係 （～1 1. 3 . 31)  
平 野 砂都美 事務補佐員 （教育学部庶務係） 辞 職
尾 島 十 郎 教 授 理学部 （ 化学科合成有機化学） 今
木 川 栄 一 助教授 教育学部 （ 環境教育） � 
小 山 博 子 助 手 経済学部 （経済学科政策科学） 平成 1 0 年 7 月 2 日 限 り 任期 満了 に よ り 退 職
近 藤 俊 彦
事務補佐員 （附属図書館情報サー ピス謀情報サー ピス係）
平成10年 7 月 24 日 限 り 退職
高 山 恭 一 � ィシ ゐ
油 井 晶 代 � 。 ゐ
熊 谷 さ お り 4シ 今 イシ
島 先 厚 至 � 今 砂
大 橋 正 浩 。 イシ � 
中 根 ー 剛 。 イシ ，， 
加 藤 奏 � 。 ，， 
渡 漫 美 佳 教務補佐員 （ 人文学部 ・ 理学部化学科） 平成10年 7 月 31 日 限 り 退職
織 田 松 美 助 手 経済学部 （経済学科政策科学） 職務復帰
岡 元 祐里子 教育学部庶務係 育児休業 （～1 1 . 3 . 3 1 )  
［！）＠）己!I�
次 期 経 済 学 部 長 に 古 田 教授 を 選 出
丹 羽 昇経 済学部長 の 任 期 が 平 成
10年 9 月 29 日 に 満 了 す る こ と に 伴
い ． 経 済 学部教授会 は ． 去 る 7 月
15 日 （羽 及 び16 日 （木） に 次期 学 部 長 候
補 者 の 選挙 を 行 い ま し た 。
そ の 結 果， 古 田 俊音教授 が 選 出
さ れ ま し た 。 任期 は， 平 成 10年 9
月 30 日 か ら 2 年 間 。
古 田 教授 は ， 昭和45年 3 月 富 山 大学経済学部卒 業 ， 同
47年 3 月 神 戸 商 科大学大学院経済学研究科修士課程修了．
同 50年 3 月 神 戸 商科大学大学 院経済学研究科博士 後 期 課
程 を 単位取得退学後， 同 50年 4 月 長 崎 県立 国 際 経 済 大 学
講 師， 同 54年 4 月 同 助教授 を 経 て ， 同 58年 4 月 富 山 大 学
経済学部助教授 に 採用 と な り ， 平 成 3 年 8 月 同 教授 に 昇
一25 -
平成10年 8 月発行 品ム→ー
任， 同 9 年 8 月 か ら 評議 員 を 併 任 さ れ現 在 に 至 っ て い ま
す 。
専 門 は ， 財 政学。
富 山 県 出 身 。
（ 就 任 の 抱 負 ）
国 際 化， 情報化， 金 融 自 由 化， 雇 用 関 係 の 変 化 ， さ ら
に 少子 化， 生 涯 学 習 化 な ど， 社会経済環境 や 大学 を 取 り
巻 く 環境が大 き く 変化 し て い ま す 。
こ う し た 環 境 の 変化 に 適切 に 対 処 し て い く た め に は ，
幸E 第403号
教 育 や 研 究 に お い て こ れ ま で 以 上 に 柔 軟 な 発 想 と 姿 勢 が
求 め ら れ る と い え ま す。
し か し 、 直面 し て い る 諸課題 に 対 す る 明確 な 指 針 や 方
策 と な る と 甚 だ 心 許 な い 次 第 で す 。 こ の 点 に 関 し ま し て
は ， 教職 員 の 皆様 か ら 様 々 な ア イ デ ア や 知 恵、 を 授 け て い
た だ き な が ら ， 一 つ 一 つ 着 実 に 解 決 し て い く 以外 に な い
と 思 っ て お り ま す 。
皆様 の よ り 一層 の ご指導 と ご 鞭 撞 を 賜 り ま す よ う よ ろ
し く お 願 い 申 し あ げ ま す 。
大 学 構 内 （ 五 福 地 区 ） の 一 斉 清 掃 を 実 施
一一 教 職 員 ・ 学生が一体 と な っ て 五福 キ ャ ン パ ス 一斉清掃 を 実施 一一
本 学 で は ， 「教 育研 究 の 場 に ふ さ わ し い 学 園 環 境 の 維
持 」 を 目 的 に ， 毎 年 五福 キ ャ ン パ ス の 一斉清掃 を 2 回 程
度実施 し て い ま す が， 今 年 第 1 回 目 を 去 る 7 月 2 日 同 1 5
時 か ら 1 時 間 余 り 実施 し ま し た 。
当 日 は ， 午 前 中 小 間 が 降 り ま し た が， 午 後 か ら は 最 高
気 温 が33,2。C と な る 猛 暑 の 中 ， 時 津 学 長 ， 水 上 事 務 局 長
を は じ め ， 教 職 員 ， 学生約 380 人 が 一 体 と な り ， キ ャ ン
パ ス 内 の 空 き 缶， 紙 く ず拾 い ， 溝 の 清掃， 除 草 等 に 心 地
良 い 汗 を 流 し ま し た 。
A 猛暑 の 中 ， 汗 し な が ら 除草 を 行 う 職 員
「高 等 学 校 （ 進 路 指導 担 当 教 諭 ） と の 懇 談 会」 を 開 催
去 る 7 月 2 1 日 （火） に 『平成 10年 度高等学校 と 富 山 大 学 と
の 入 学 試験 に 関 す る 懇 談 会』 を 黒 田 講 堂 に お い て 開 催 し
ま し た 。
こ の 懇 談 会 は ， 本学 の 入 試 内 容 や 教 育 内 容 な ど に つ い
て 理解 を 得 る こ と を 目 的 と し て 毎 年 開 催 し て お り ， 今 年
も 富 山 県 の ほ か 石 川 ， 福 井 ， 新 潟 及 び 岐阜 県 の 高 等 学 校
進 路 指 導 担 当 教諭 （79校80人 ） と ， 学 生 部 長 を は じ め 各
学 部 入 試 関 係 委 員 な ど 本 学 関 係者 （20人） が 出 席 し ま し
た 。 企 懇 談 会 で 説 明 を 行 う 能登谷学生部長
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懇談 会 で は ， 本 学 か ら 平 成 1 1 年 度 富 山 大 学 入 学 試 験
の 概 要 や 各 学部 （学科 ・ 課程 ） の 特色 な ど に つ い て 説 明
の 後， 高等学校側 か ら 本学 に 対 す る 様 々 な 質 問 や 要望等
が寄せ ら れ る な ど 活 発 な 意 見交換が行 わ れ， 充実 し た 懇
談 会 と な り ま し た 。
着 物 の 魅 力 に 歓 声
一一 外 国 人留 学 生 を 対 象 に 「着物着付 け教室」 を 開 催
外 国 人 留 学 生 か ら 「 日 本 に 来 た の に 着 物 を 着 る 機 会 が
な い 」 ， 「夏 の 着 物 （ 浴 衣 ） ぐ ら い 着 た い 」 な ど の 要 望
を 受 け て， 去 る 7 月 2 日 （木） 留 学生会館 に お い て ． 「 ょ う
こ そ き も の 教室 へ 」 （ 着付 け 教 室 ） を 開 催 し ま し た 。
こ の 企 画 は ， 「装 道 き も の 学 院 富 山 県認可連 盟 」 の 協
力 （ ボ ラ ン テ イ ア ） を 得 て 開 催 し た も の で， ロ シ ア ， ア
メ リ カ ， ポ ー ラ ン ド， マ レ イ シ ア ， 中 国， 韓 国 な ど 9 カ
国 の 留 学生46人 が 参 加 し ま し た 。
当 日 は， 着 付 け の 仕方 を 英 語 で 記 し た 図 入 り の プ リ ン
ト も 配 ら れ， 10人 の ボ ラ ン テ ィ ア の 指 導 に よ り ， 「 本 結
び」 ゃ 「 リ ボ ン 結 び」 な ど の 基本 的 な 帯 の 結 び 方 を 丁 寧
に 習 い ． 浴衣 の 着 付 け を 学 ん だ 後， 振 り 袖 や 羽 織 り ・ 袴
に も 挑戦 し ， 互 い に 写真 を 撮 り 合 い 歓 声 を 上 げ て い ま し
守’，』 。
今 回 は ， 授 業 の 合 間 を 利 用 し て の 慌 た だ し い 着 物 体 験
で し た が， 好 評 で 留 学 生 か ら 「今度 は い つ す る ん で す か」
と の 声 も あ り ， 盛況 の う ち に 終 了 し ま し た 。
企浴衣 の 着 付 け 指 導 を 受 け る 留 学 生
学 術 講 演 会 を 開 催
経済学部 で は ， 去 る 7 月 6 日 （月）， 7 日 （火） の 2 日 間 に わ
た り 学術 講 演 会 を 開催 し ま し た 。
こ の 講演 会 は ， 富 山 大 学 国 際 交流 事 業 基 金 第 2 種 外 国
人 研 究 者招 へ い 事業 に よ り ， 学術交流 の た め 滞 在 中 の ク
ウ ィ ー ン ズ ラ ン ド 大学 （ オ ー ス ト ラ リ ア ） 経済学 部 上 級
講 師 Paul Riethmuller 氏 （ 専 攻 ： 農 業 政 策 ） に よ り ，
学 生 及 び一般市民 （教職 員 を 含 む 。 ） を 対 象 に 行 わ れ ，
第 1 日 目 は “ Agricultural and Food Policies of the As­
ian Countries ” （ ア ジ ア 諸 国 の 農 業 ・ 食料政 策 ） ， 2 日
目 は “ Free Trade Benefits Japan VS. Australia ” （ 自
由 貿 易 の 利 益 一 日 本vs オ ー ス ト ラ リ ア ） と 題 し ， オ ー
ス ト ラ リ ア 農 業 の 紹介 や ア ジ ア 農業 の 諸 問 題が タ イ ム リ ー
に 論 じ ら れ ま し た 。 両 日 と も 夜 間 に も か か わ ら ず 第 1 日
目 は 約 100人， 2 日 目 は 70 人 の 参 加 者 が あ り ， ま た ， 参
加 者 か ら 多 く の 質 問 ， 意 見 が 出 さ れ， 大盛況 と な り ま し
7・，＿ 。
企 Paul Riethmuller 氏
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水 素 同 位 体 機 能 研 究 セ ン タ ー で 外 部 評 価 を 実 施
水素 同位体機 能研究 セ ン タ ー で は ， 去 る 7 月 23 日 休）
午 後 l 時 か ら 本学 で 初 め て の 外部評価委 員 会 を 開 催 し ま
し た 。
当 日 は ， 委 員 長 で 飯吉 厚 夫核融合科学研究 所 長 を は じ
め 委 員 6 人全 員 が 出 席 さ れ ま し た 。
ま ず 最初 に ， 渡辺 セ ン タ ー 長 か ら セ ン タ ー 設立の経緯，
研 究 活 動 及 び施設設備 の 整 備 状況 等 に つ い て 説 明 の 後，
セ ン タ ー 内 の 視 察 を 行 い ， 各 担 当 の 教官 か ら 研 究 テ ー マ ，
方 法 及 び使用 機 器等 に つ い て 詳細 な 説 明 が あ り ま し た 。
最 後 に， 評価 委 員 全 員 で 評価 に つ い て 検 討 が な さ れ ．
8 月 上旬 に は 報告 書 が 学 長 に 提 出 さ れ る 予 定 に な っ て い
ま す 。 企 渡辺 セ ン タ ー 長 か ら 機器 の 説 明 を 受 け る 委 員
な お ， 委 員 は 次 の と お り で す 。 co印 は 委 員 長 ）
O飯吉 厚夫 （核融合科学研究所 所 長 ）
奥 野 健 二 （ 静 岡 大学 教授 ）
河村 和 孝 （東 海 大学 教授 ）
田 中 知 （東 京 大 学 教授）
本 島 修 （核 融 合 科学研 究 所 教授 ）
森 山 裕丈 （京都大学 教授）
＠ （。 ⑤ ⑫ ⑤
渡航 の 種類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 的
連 止E泊3、 王 国 World Congress  on Particle ノ jレ ウ エ 一
外 国 出 張 工 学 部 教 授 杉 本 益 規 ス ウ ェ ー デ ン Technology 3 に 出席， 研 究 発 表，研究打合せ， 資料収集
デ ン マ 一 ク
，， 助教授 山 本 健 市 。 。
か 助教授 神 原 貴 樹 オ ー ス ト ラ リ ア M A C R 0 98 に 出 席， 研究発表
フ 強相関電子系 の 国 際 会議 に 出 席，理 学 部 教 授 石 川 義 和
フ ン ス
ス � イ ン 資料収集， 研究釘合せ
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渡航の種類 所 属 職 氏 名
外 国 出 張 工 学 部 講 師 佐 山 三千雄
理 学 部 助教授 細 野 忍
海 外 研 修 理 学 部 助教授 細 野 忍
工 学 部 教 授 吉 村 敏 章
理 学 部 教 授 浜 本 伸 治
工 学 部 教 授 岩 城 敏 博
理 学 部 教 授 小 松 美英子
工 学 部 教 授 北 野 博 巳
4シ 助教授 安 川 洋 生
人文学部 助教授 岩 井 瑞 枝
イシ 助教授 呉 人 恵
今 助教授 葉 柳 靖 子
理 学 部 教 授 安 田 祐 介
人文学部 助教授 末 岡 宏
ふL-r 幸E
渡 航 先 国
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目 的 期 間
1 0 .  7 . 1 4 
エ ヴ ァ ー グ リ ー ン 国 際 フ ァ ジ ー 会
議 に 出席， 研究発表等
1 0 .  7 . 2 3  
「 ミ ラ ー 対称性 と 量子 コ ホ モ ロ ジ 1 0 .  7 . 2 6 
ー に 関 す る 企画調査」 に つ い て レ
ピ ュ ー を 受 け る 1 0 .  8 .  g 
研究集会 「幾何学 と 物理学」 に 出
1 0 .  7 .  1 
席， 研究発表
1 0 .  7 .  8 
1 0 .  7 .  1 
第 5 回 国際ヘ テ ロ 原子化学会議 に
出席， 資料収集
1 0 .  7 . 1 2 
一般相対論 と 重力 に 関 す る 第 2 回 1 0 .  7 .  3 
オ ー ス ト ラ レ ー シ ア ン 会議等 に 出
席， 研究発表， 資料収集 1 0 .  7 . 2 0 
1 0 .  7 .  6 
Microscale Transfer に 関 す る 国
際会議 に 出席， 研究打合せ
1 0 .  7 . 1 6  
「 ヒ ト デ， 特 に “ 交尾 ” 習性 を 有 1 0 .  7 .  g 
す る カ ス リ モ ミ ジ ガ イ の発生」 に
関 す る 共 同研究等 1 0 .  7 . 1 4 
国際純正応用化学連合世界高分子
1 0 .  7 . 1 1  
会議 に 出 席， 研究打合せ等
1 0 .  7 . 2 6 
国際 フ ァ ー ジ ミ ー テ ィ ン グ に 出席，
1 0 .  7 . 1 4 
研究打合せ
1 0 .  7 . 2 6 
1 0 .  7 . 24 
プ ロ ッ ク ・ ブ ッ ク と イ ン ク ナ プ ラ
関係資料調査
1 0 .  8 .  2 2  
コ リ ャ ー ク 語の 現地調査， 資料収
1 0 .  7 . 2 4 
集
1 0 .  8 . 2 8  
ド イ ツ 語文化圏 の文化 と 現代文学
1 0 .  7 . 2 5  
等 に 関 す る 資料収集
1 0 . 1 0 . 1 1  
国 際 シ ン ポ ジ ウ ム （ ISSHAC m )
1 0 .  7 . 2 5 
に 出 席， 研究打合せ． 研究調査
1 0 .  8 .  2 2  
1 0 .  7 . 2 9  
近代 中 国 に 関 す る 資料収集， 調査
1 0 .  8 . 1 9  
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氏 名 本 国 に お け る
来 学 的 本 学 受 入 れ 先 期 問
（ 国 籍） 所属 機 関 ・ 職 名
目
Paul Riethmuller ク ウ ィ ー ン ズ ラ ン ド 大 討論， 意見交換． 研究指導， 経済学部助教授 1 0 .  7 .  5 
（ オ ー ス ト ラ リ ア ） 学上級講師 講演 新 里 泰 孝 1 0 .  7 .  8 
Seong-Youl Bae 漢陽大学化学工学科教授
（ 韓 国） 工学技術 研 究 所 所 長 工学部教授 1 0 .  7 . 2 4 
ー ー ー ー ー ーーーーー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー 一ーー ー ー ー ー ー ー ー ー ーーー－ー一ー － － － － ー － 研究打合せ
Sun-Young Kim 西江大学 化 学 工 学 科 研 熊 津 英 博 1 0 .  7 . 2 7  
（ 韓 国） 究員
昌司）r!Jミ』
く住所変更＞









畠 山 節 子工 （学務係学生主任）
ミ）［！）��
生涯学習教育研 究 セ ン タ ー ， 総合 情 報処 理 セ
ン タ ー ）
第 3 田 中 部 産業技術研 究 開 発促 進 産 学 官 連 携
懇談会 （ ア イ リ ス 愛知 ）
10 日 職 員 定期健康診断 （工学部， 地 域 共 同 研 究 セ
ン タ ー ）
14 日 交通対策小委 員 会
臨 時 国 立大 学 長 ・ 事務 局 長 会議 （ 国 立 オ リ ン
ピ ッ ク 記 念青少年総合セ ン タ ー ）
16 日 S C  S 検討小委 員 会
教育職 員 免 許法 の 一 部 を 改 正 す る 法律等 の 施
7 月 1 日 第 2 回教養教育 委 員 会 実 施専 門 委 員 会
2 日 職 員 定期 健 康 診 断 （教育学部， 経済学部）
S C  S 検討小委 員 会
五福 地 区構 内 一斉清掃
6 日 第 5 回 国 際 交 流委 員 会留 学 生部会
7 日 国 立 学校財 務 セ ン タ ー の 固 有 財 産 の 老 朽 化，
狭 隆 の 実 態 調 査 等
富 山 県 産学 官 連携懇談会 （ 富 山 県 ）
8 日 職 員 定期 健 康 診 断 （ 本部， 保健管理セ ン タ ー ，
nu 
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行 に 伴 う 説 明 会 （ 昭和女子大学）
育
学 部
2 1 日 高 等 学 校 （進路指導担 当教諭） と 富 山 大 学 と
の 入 学 試験 に 関 す る 懇談 会 7 月 1 日 人事教授 会
率 先実 行 計 画 地 方支分部局 職 員 等 説 明 会 （ 富 教授会
山 合 同 庁舎） 研究科委 員 会
21 日 ～24 日 北 陸 地 区 国 立学 校等監督者研修 （金沢大学） 附属幼稚 園保育研究会
平 成 10年 度 東 海 ・ 北 陸 ・ 近畿地区学 生 補 導 厚 2 日 附属教育 実践研 究指導 セ ン タ ー 運営 委 員 会
生 研 究 会 東 海 ・ 北 陸地区研修会 （呉羽 ハ イ ツ ） 学部 自 己点検評価 委 員 会
23 日 教養教育 委 員 会 3 専 門 委 員 長打合せ カ リ キ ュ ラ ム 委 員 会
27 日 学 生 生 活協議会体育部会 3 日 水泳指導 に 際 し て の 救急法講習 （ 附属 学 校 ）
就 職 連絡会議 7 日 プ ー ル 開 き （ 附属 学校 ）
28 日 第 4 回 教養教育推進特別 委 員 会 8 日 学部教務 委 員 会
第 3 回 教養教育 委 員 会 実 施専 門 委 員 会 学部予 算委 員 会
28 日 ～31 日 東 海 北 陸 地 区 国 立 学 校 情 報 化 担 当 職 員 研 修 学部入学試験委 員 会
（金沢大学） 15 日 教授会
29 日 事務改善検討委 員 会 人事教授会
第 3 回 教養教育委 員 会企 画専 門 委 員 会 学部学生生活委 員 会
S C  S 検討小委 員 会 1 7 日 附 属 幼稚 園 第 1 学期終業式
官公需確保 対 策 地 方推進協議会 （富 山 商 工 会 18 日 附属小学校， 附 属 中 学校 及 び 附 属 養 護 学 校 第
議 所 ） 1 学期終業式
30 日 第 6 回 国 際交 流 委 員 会 留 学生部会 22 日 学部教務 委 員 会
第 2 回 自 己 点検評価委 員 会教育 活動専 門 委 員 学部将来計画委 員 会
� 学部改組 ワ ー キ ン グ グ ル ー プ会議
3 1 日 第 16 回 天城 学 長 会議 （天城 ホ ー ム ス テ ッ ド ） 28 日 教官懇談会
29 日 カ リ キ ュ ラ ム 委 員 会
文 学
済 学
7 月 1 日 学 部 予 算委 員 会
学 部 入 学者選抜方法検討委 員 会 7 月 6 日 コ ン ピ ュ ー タ 管理運営委 員 会
3 日 学部特別昇給委 員 会 7 日 広 報委 員 会
8 日 教授 会 学部入学方法検討 委 員 会
教 授 会 （ 人事 ） 学部教務 委 員 会
研 究 科 委 員 会 8 日 人事教授会
1 5 日 学 部 入学者選抜方法検討 委 員 会 教授会
学 部 自 己点検評価委 員 会 15 日 経 済学部長候補者選挙
学部予算委 員 会 教授会
2 1 日 学部公 開 講座委 員 会 16 日 経済学部長候補者再選挙
22 日 学 部 特 別 昇給委 員 会 教授会
教授会 学部施設整備委 員 会
教授 会 （ 人事 ） 2 1 日 コ ン ピ ュ ー タ 管理運営委 員 会
研 究 科委 員 会 24 日 就職指導委 員 会
29 日 学 部 学 生 生 活 委 員 会 28 日 学部教務 委 員 会
29 日 学部留 学 生 委 員 会
人事教授 会
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7 月 3 日 ガ ラ ス 工作 室 運 営委 員 会
6 日 学部入試改善委 員 会
8 日 学部予算委 員 会
15 日 教授 会
人事教授会
理工学研究科博士 後期課程部会
23 日 学部教務委 員 会
24 日 人 事教授会 （ 臨 時 ）
教授会 （ 臨 時 ）
27 日 理工学研究科博士前期諜程理学部会
教務小検討委 員 会
学部就職指 導 委 員 会
工
7 月 3 日 学 生 生 活委 員 会
仕様策定委 員 会 （材料組織観察 シ ス テ ム ）
8 日 3 年次 編 入 学 試 験 （ 学力 に よ る 選抜 ）
10 日 授 業 終 了
13 日 学 部 運 営委 員 会
14 日 学部教務 委 員 会





工学研 究 科 博 士 後期課程委 員 会
3 年次編入学試験合 格 発 表
仕 様 策 定 委 員 会 （ 材 料 組 織 観 察 シ ス テ ム ）
（持 ち 回 り ）
17 日 電子広報委 員 会
22 日 北 陸信越工学教育協 会 富 山 県支部評議 員 会 ・
総 会 （ 北 陸 電 力 （掬 地 域総合研究所）
23 日 教授会 （ 臨 時 ）
紀 要委 員 会
27 日 ～29 日 平 成 10年 度工学部外 国 人留 学 生 実 地 見学旅行
30 日 ～31 日 公 開 講 座 （ 「 新 し い も の 創 り 」 ） - 2 1 世 紀
へ の ア プ ロ ー チ ー
報 第403号
7 月 8 日 附 属 図 書 館利 用 説 明 会
28 日 第 1 図書香編集委 員 会
29 日 第 1 回写真集作成小 委 員 会
7 月 1 日 地域共同研究センター 交流振興会理事 会 ・ 総会
22 日 企 業 見学 と 産学交流会 （ 三 菱 レ イ ヨ ン 側）
28 日 運 営委 員 会
生涯学習 教育研究 セ ン タ ー
7 月 15 日 東 海 ・ 北 陸 地 区 放 送利 用 の 大 学公 開 講座 第 7
団 連絡会議 （ 名 古屋大学）
























7 月 1 日 学生臨 時健康診 断 （夏季野外実 習 （水泳 n ) )  
14 日 第 1 回保健管理セ ン タ ー 自 己 点検評価委 員 会
1 5 日 学生臨時健康診断 （健康 ス ポ ー ツ 野外集中 コ ー
ス （ 登 山 ） ）
28 日 平 成 10年 度 全 国 大学保健管理協 会東 海 ・ 北 陸
地方部会保健婦 ・ 看 護婦班研 究 集 会 （福 井 県
国 際交流会館）
29 日 平成10年度全国大学保健管理協 会 東 海 ・ 北 陵
地方部会研 究 集 会 第 2 回 運 営 委 員 会 （福 井 県
国 際交流会館）
29 日 ～30 日 平 成 10年度全国 大学保健管 理 協 会 東 海 ・ 北 陸
地方部会研究集 会 （福 井 県 国 際 交流会館）
編 集 富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
富 山 市 五 福 3 1 9 0 
印 刷 所 あ け ぼ の 企 画 株 式 会 社
富山市住吉町 1 丁 目 5 - 1 8
電 話 （ 2 4 ) 1 7 5 5 附
